
第０３回 週間聖書勉強 ・ 주간성경공부 ２０２５/０４/２０（主日） 
 

区域/구역：        名前／이름：             
 

【 旧 約 聖 書 】 에 스 겔 エ ゼ キ エ ル ４ １ 章 ～ ４ ５ 章   

 
1 땅에서부터 문 통로 위에까지 그룹들과(      종려     )나무들을 새겼으니 성전 벽이 다 그러하더라 

床から入り口の鴨居の上まで、神殿の壁にはケルビムと(          なつめやし           )が刻まれていた。 

 

2 그가 내게 이르되 좌우 골방 뜰 앞 곧 북쪽과 남쪽에 있는 방들은 (      거룩     )한 방이라  

여호와를 가까이 하는 제사장들이 지성물을 거기에서 먹을 것이며  

지성물 곧 소제와 속죄제와 속건제의 제물을 거기 둘 것이니 이는 (      거룩     )한 곳이라 

彼はわたしに言った。「神域に面した北側の部屋と南側の部屋は、いずれも(       神聖      )な部屋である。 

この場所で、主に近づく祭司たちが最も神聖なものを食べる。またそこに、彼らは最も(        神聖     )なものを置く。 

それは穀物の献げ物、贖罪の献げ物、賠償の献げ物である。この場所が(       神聖      )だからである。 

 

3 나 여호와 앞에 받들어다가 제사장은 그 위에(      소금     )을 쳐서 나 여호와께 번제로 드릴 것이며 

 あなたは、それらを主の前にささげ、祭司たちはその上に(      塩      )をまき、焼き尽くす献げ物として主にささげる。 

 

4 그들에게는 기업이 있으리니 (                  내가 곧 그 기업이라                   )  

너희는 이스라엘 가운데에서 그들에게 산업을 주지 말라 내가 그 산업이 됨이라 

彼らは嗣業を持たない。(                      わたしが彼らの嗣業である                         )。 

あなたたちはイスラエルにおいて彼らに財産を与えてはならない。わたしが彼らの財産である。 

 

5 제사장이 그 (        속죄제        ) 희생제물의 피를 가져다가  

성전 문설주와 제단 아래층 네 모퉁이와 안뜰 문설주에 바를 것이요 

祭司は(               贖罪のいけにえ                )の血を取って、 

それを神殿の門柱と祭壇の台となっている段の四隅と、内庭の門柱に塗らねばならない。 

 

【 新 約 聖 書 】 사 도 행 전 使 徒 言 行 録 １ ７ 章 ～ １ ８ 章  

6． 

 

그들이 (               죽은 자의 부활               )을 듣고 어떤 사람은 조롱도 하고  

어떤 사람은 이 일에 대하여 네 말을 다시 듣겠다 하니 

(              死者の復活                )ということを聞くと、ある者はあざ笑い、 

ある者は、「それについては、いずれまた聞かせてもらうことにしよう」と言った。 

 
 

7． 

 

작별하여 이르되 만일 하나님의(    뜻     )이면 너희에게 돌아오리라 하고 배를 타고 에베소를 떠나 

「神の(       御心       )ならば、また戻って来ます」と言って別れを告げ、エフェソから船出した。 

 
 

適用聖書訳：한글성경『개역개정판』 日本語聖書『新共同訳』 

訂正 

先週の聖書勉強会(新約の部分)で、マタイによる福音書 

19章を飛ばして 20章、21章の聖書勉強の資料を作成しました。 


